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平成２５年２月２５日平成２５年２月２５日

審査基準について
４つの視点– ４つの視点 –

製造・輸入 小売販売

安全な製品を製造するための
取り組み

安全な製品を仕入れ・販売するための
取り組み

製品を安全に使用してもらうための
取り組み

製品を安全に使用してもらうための
取り組み

出荷後に安全上の問題が判明した際の
取り組み

事故やリコール等が起きた際の
取り組み取り組み 取り組み

製品安全文化構築 の取り組み 製品安全文化構築 の取り組み製品安全文化構築への取り組み 製品安全文化構築への取り組み
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審査基準と業務プロセスの関係（製造・輸入）

企画

リスクアセスメント 独自の基準策定
企業理念

設計

開発 設計思想

リスクアセスメント

取引先の選定･
評価･監査

独自の基準策定

人材育成

調達

生産

評価 監査

変更管理
取引先に対する

教育・啓発

調達品の
選定・評価

外部機関による検査
検査

アクセシビリティ誤使用・誤購入の防止

外部機関による検査

出荷後

市場の声を
集める姿勢

相談受付体制

苦情等の分析・活用

伝わりやすさ

保守・点検・修理等の対応

出荷後の
取り組み

事故対応

対応の迅速性

トレーサビリティ

誠実な企業姿勢

業界内での活動

所有者情報の蓄積
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トレーサビリティ

対応の判断基準取引先との連携

業界内での活動
（標準化）

審査基準と業務プロセスの関係（小売販売）

販売計画

仕入方針 取引先の選定
企業理念

仕入

検査

仕入方針 取引先の選定
･評価･監査

試用･検査
人材育成

検査

物流
使用者･環境に
適した商品提案

･チェック

外部機関による検査

取引先に対する
教育・啓発

販売

適 た商品提案外部機関による検査

アクセシビリティ誤使用・誤購入の防止

販売後の
取り組み 市場の声を

集める姿勢

相談受付体制

苦情等の分析・活用

伝わりやすさ

保守・点検・修理等の対応

対応の迅速性

販売情報の蓄積事故対応

トレーサビリティ 誠実な企業姿勢

業界内での活動
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所有者への伝達取引先との連携

販売情報の蓄積
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業界内での活動
（標準化）



取組事例①

独自の安全基準の策定・運用（製造･輸入）

• 守るべき安全の“価値”を明確にし、関係者、取引先等と
共有するために

• 使用方法・環境の実態・変化に応じた安全な製品を作るために

• 法令、国内外の公的規格基準をベースに、安全性を考慮した法令、国内外の公的規格基準を スに、安全性を考慮した
自社独自の技術基準、試験基準等を策定

• 公的規格基準に加え、基準値の厳格化（上乗せ）、評価項目
追加（横だし）を行 製品リ クを低減の追加（横だし）を行い、製品リスクを低減

•市場の声
•自社の事故･トラブル経験
•他社の事故事例随時見直し･

改訂
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改訂

取組事例②

安全な製品の仕入れ・販売（小売販売）製

• 安全性を欠いた製品を仕入れないために安全性を欠いた製品を仕入れないために

• 消費者が安全に使用できる製品を販売するために

• 仕入先の評価・選定の仕組みを構築

• 製品群ごとに仕入基準を策定• 製品群ごとに仕入基準を策定

• 製品の安全性に関して仕入先と契約を締結

• 自社で試用、検査、チェック

自社のお客様の使用環境、年齢、知識
レベル等を踏まえ、安全に使用してもら
える製品を仕入れ・提案・販売

取引先の選定基準・評価シート、契約な
どによって、不安全な製品を作らせない
仕組みを構築
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取組事例③

取引先・ユーザーの教育・意識啓発（共通）

ユ ザ と 緒に安全を作り込むために• ユーザーと一緒に安全を作り込むために

• 取引先による製品不良を低減するために

協力関係 信頼関係を深めるために• 協力関係・信頼関係を深めるために

• 消費者関連セミナーやイベントに参加し、自社の取組を紹

介するとともに、消費者と対話して、考え方・意見等を収集介するとともに、消費者と対話して、考え方 意見等を収集

• 消費者の苦情・クレーム、トラブル製品の実物、事故の再

現実験映像・模擬体験など 展示イベントを開催現実験映像 模擬体験など、展示イベントを開催

• 供給品の品質実績等に応じた表彰制度を運用
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•取引先・ユーザーを巻き込んだ活動の展開
•取引先・ユーザーとともに製品安全文化を構築

取組事例④

製品安全情報の収集・分析・活用（共通）

ユ ザ の使用方法 環境を把握するために• ユーザーの使用方法・環境を把握するために

• 事故の予兆を早期につかむために

社内外のモニタ 制度を運用•社内外のモニター制度を運用

•寄せられた声のテキストマイニングによる傾向分析。分

析結果を 自社基準 見直 等 活析結果を元に、自社基準の見直し等に活用

事故につながりそうなキ ワ ド

•使用方法
•使用環境

•使い勝手
•ヒヤリ･ハット

•事故につながりそうなキーワード
の抽出

•他社類似製品による事故の収集・
分析

製品開発 基準見直し等 上流工
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•製品開発、基準見直し等、上流工
程にフィードバック




